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浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）
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小倉御坊　永照寺だより
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お
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仏
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な
が
ら
、い
た
だ
い
た
い
の
ち

を
ち
か
ら
い
っ
ぱ
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抜
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の
ち
尽
き
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時
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土
に
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ま

れ
仏
と
な
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と
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て
味
わ
っ
て
い
ま
す
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●寺報が届かないことがあります。住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。●寺報が届かないことがあります。住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。 ●お経本は床に置かないでください。 ●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。 ●お経本は床に置かないでください。 

6時30分6時30分開 門

18時00分18時00分閉 門

【 開門・閉門の時間 】【 開門・閉門の時間 】

山本 春枝
粟津 眞智子
小島 深一
栗山 聖子
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林 健一郎
原 和彦
古賀 富貴代
淺田 由美子

木村 騰
本多 義宏
民谷 喜美子
石河 信保
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懇志御礼

婦人会例会 12時～門徒会館18日（水）

コール・カンタカ練習日 14時～本堂

宗祖命日 7時～本堂16日（月）

16日（月）

1月18日受付世話人、壮年会、婦人会、合唱団の合同新年会を行いました。

川畑清子さんの傘寿（80歳）のお祝いの後、コール・カンタカの合唱

有門ご夫妻の歌、婦人会の高原さんから手品の出し物を披露していただき、

最後は葛城さんに炭坑節を歌っていただき、みんなで踊って盛会のうちに閉会しました。

合同新年会

1月14日～16日、御正忌年頭初参会を無事に勤修することができました。

法話は住職、前住職による自勤でした。

寒い中参詣くださった御門信徒の皆様、

法座にあたりお斎の準備・接待等にご尽力いただいた婦人会の皆様、

受付のお世話をいただいた世話人の方々、

法座中お斎のお米、お野菜をお届けいただいた方々、

本当にありがとうございました。

多くの恩恵に感謝しながら大切な時間をすごすことができました。

まだご縁に遇われていないかたは是非おまいりください。

次縁は5月の引上会報恩講です。
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2月の行事予定

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

https://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。 永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も

合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

今年は
250名超の来寺で
233打感謝の鐘を
鳴らしました。
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